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名称 生物多様性さっぽろビジョン 副題 生物多様性から学ぶ私たちの生き方 人類存亡
の危機

基本情報

地方公共団体名 北海道札幌市

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 76

ページ数（資料編） 35

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.sapporo.jp/kankyo/biodiv
ersity/vision.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 さいたま市環境基本計画（改訂版） 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 埼玉県さいたま市

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 4

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.saitama.jp/001/009/002/
p013013.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性横浜行動計画 副題 ヨコハマbプラン はじめよう、bな暮らし

基本情報

地方公共団体名 神奈川県横浜市

共同策定

策定年 平成23年04月30日 改定年月 42035

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 63

ページ数（資料編） 33

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/m
amoru/tayou/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性かわさき戦略 副題 人と生き物 つながりプラン

基本情報

地方公共団体名 神奈川県川崎市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 80

ページ数（資料編） 14

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kawasaki.jp/300/page/00
00056611.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 相模原市水とみどりの基本計画（改訂版） 生物多様性さがみ
はら戦略

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 神奈川県相模原市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 112

ページ数（資料編） 29

位置付け 緑の基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/
kankyo/plan/002458.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 新潟市生物多様性地域計画 副題 にいがた命のつながりプラン

基本情報

地方公共団体名 新潟県新潟市

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 125

ページ数（資料編） 39

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/kan
kyo/shizenfureai/biodiversity/biodiversity
.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 静岡市生物多様性地域戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 静岡県静岡市

共同策定

策定年 平成23年11月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 70

ページ数（資料編） 21

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.shizuoka.jp/000_002800.h
tml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性はままつ戦略 副題 海から山まで、多様な生きものと人々の暮らしが
共存する都市を目指して

基本情報

地方公共団体名 静岡県浜松市

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 143

ページ数（資料編） 25

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/
kankyou/env/tayousei/senryaku-
index.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性2050なごや戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 愛知県名古屋市

共同策定

策定年 平成22年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 103

ページ数（資料編） 17

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.nagoya.jp/shisei/categor
y/53-5-22-2-1-0-0-0-0-0.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 京都市生物多様性プラン 副題 生きもの・文化豊かな京都を未来へ

基本情報

地方公共団体名 京都府京都市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 78

ページ数（資料編） 53

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/
0000164243.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性・堺戦略 副題 自然と共生するまちづくりをめざして

基本情報

地方公共団体名 大阪府堺市

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 67

ページ数（資料編） 20

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/gyosei/
shishin/kankyo/seibutsu/sakaisenryaku.h
tml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性神戸プラン 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県神戸市

共同策定

策定年 平成23年02月28日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 78

ページ数（資料編） 9

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kobe.lg.jp/information/pr
oject/environment/tayosei/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 北九州市生物多様性戦略 副題 北九州市自然環境保全基本計画改訂版

基本情報

地方公共団体名 福岡県北九州市

共同策定

策定年 平成22年11月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 174

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/
file_0380.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ふくおか戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 福岡県福岡市

共同策定

策定年 平成24年05月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 42

ページ数（資料編） 135

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/k-
chosei/hp/tayousei/seibutsutayousei_2.ht
ml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 熊本市生物多様性戦略 副題 いきもん つながる くまもとCプラン

基本情報

地方公共団体名 熊本県熊本市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 141

ページ数（資料編） 30

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub
/detail.aspx?c_id=5&id=13034&e_id=9

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定


